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・個別最適な学びと協働的な
学びの取組が、生徒主体の
学習、落ち着いた環境での学
習に繋がると思う。授業をし
ながら生徒指導をしているい
うイメージです。
・グループ学習、学び合いの
時間の中で、相手に伝えるこ
と聞くことを学んで欲しい。
・タブレットを用いた学習の充
実

・いじめと不登校の問題は、
取組も大変であるが、今後も
引き続き、粘り強く継続的に
取り組んでほしい。
・保護者にも家庭において、
生徒の心の育成を大切に捉
えてもらえるように働きかける
機会が欲しい。

・保護者が子どもに対して不
安を感じた時、どこを利用す
ればいいのかがわかりにくい
ので、どんな機関があるのか
再度知らせてほしい。

・貴志中学校の教育活動の
様子を伝える手段の1つとし
てHPがあると思うが、もう少
し更新しても良いのではない
か。
・学校運営協議会委員、
PTA、地域の方々や様々な
方々と協力し合い、より良い
学校になるようにしていきた
い。

３　その他のご意見
・生徒のアンケート結果を拝見すると、「学校が楽しい」「自分のことを認めてくれる先生がいる」「命の大切さや社会のルールについ
て熱心に教えてくれる先生がいる」の項目等について、肯定的な評価が多かったように思います。学校や先生が生徒のことを一生
懸命考えて、誠実に取り組んでおられる成果だと思います。先日の不登校に関する研修でも、貴校のお取組を聞かせていただき、
生徒の居場所になるよう、学校全体で取り組もうとしておられる様子がよくわかりました。小学校としても参考にさせていただきたい
と思います。

・学校を訪問させていただいて、
どの学級も落ち着いた雰囲気で
学習できていると感じた。
・子ども同士で意見を交換した
り、教え合ったりする時間を多く
設けてほしい。

・朝、登校指導中に貴志中の生
徒に出会い挨拶をすると、返事
をしてくれる。
・ステップルームの設置と活用の
取組は有意義であると思う。
・挨拶運動、生徒会や先生方が
気持ちよく挨拶をして下さり、１
日を気持ちよく過ごせていると感
じる。

・情報モラル教育の一環としてと
して、小学校では、出前授業や県
警本部のよるキッズサポートを活
用している。
・個々の特性を理解し合い、違い
を否定しないことを大切に伝えて
いってほしい。

・保護者と良好な関係を築くた
めの１つとして、様々な内容を
オープンにして学校の透明感を
増すことがあると思います。
・小中の交流会など適切に行わ
れている。今後も大切にして
いってほしい。

・生徒アンケートの「授業がわか
りやすい」の質問で、肯定的な回
答が約８２％なので、目標まであ
と少しである。
・登校しづらい生徒もしっかり学
べる場があることを周知し、理解
し合える環境を整えていってほし
い。

・小学校においても、SNSを使っ
たいじめ事案があり、情報モラル
教育が重要であると感じている。
また、子供だけでなく、保護者へ
の啓発も需要であると感じてい
る。
・学校が楽しいと感じている生徒
が９０％を超えており、取組の成
果が現れている。
・スマホやネットトラブルに対し、
しっかり正しい使い方を知らせて
いってほしい。

・貴校においてしっかりと取り組
みがされていると思う。
・学年集会や学年だより等におい
て、情報モラルに積極的に取り組
んでくれている。
・県警本部によるキッズサポート
スクールはとても効果的であり、
特にSNSによるトラブルを回避す
るためにもさらに取り組んでほし
いと思う。

・「教育内容を保護者に適切に
伝えている」について、保護者
アンケートでは7割程度であった
ので、目標まであと少しだと思
う。
・地域の方々と触れ合う中で、
少しずつ自分の将来のことも考
えられると思う。

・落ち着いた学習環境づくり
・生徒一人一人を大切にする
授業づくり
・全国学調生徒質問紙にお
いて「わかる授業」を８７％以
上にする。

・いじめの早期発見を徹底的
に行う。
・全国学調生徒質問紙におい
て「いじめは、どんな理由が
あってもいけない事だと思う」
の100％回答を目指す。
・生徒会活動の活性化を図り
自主自立の心を育む。

・基本的生活習慣を確立し、
情報モラルや規範の意識を高
めるとともに、危機回避能力
についての力をつける。
・全国学調生徒質問紙におい
て「朝食を毎日食べる」を９割
５分以上にする。

・全国学調生徒質問紙で「地
域や社会をよくするために何
をすべきかを考えることがあ
りますか」を県・国の調査結
果に近づける。
・「教育内容を保護者に適切
に伝えている」を８割以上に
する。

・基礎基本を大切にしながら　、
個に応じた授業づくりは大切だと
思う。
・どの教科も落ち着いて学習で
きた。
・一人一人の学習理解力を見極
めて進めてほしい。

・いじめの対応については迅速さ
も必要ですね。
・いじめはだめと生徒が思える取
り組みが大事ですね。
・いじめのない学校にしてほし
い。
・自己肯定感を高めるとともに、
他者のことも大切にできる心を
育てたい。

・情報モラル教育は、豊かな心の
育生にも関わってきます。小学校
でも取り組む必要性を感じ、重点
的に取り組んでいる。
・感染対策しっかりしてほしい。
・個々の特性を大切にしたい。

・保護者と良好な関係を築くた
めの１つとして、様々な内容を
オープンにして学校の透明感を
増すことがあると思います。
・地域、保護者との関わりを深
めてほしい。また、保育園や小
学校、ホームなどとの交流もあ
ればいいと思う。

豊かな心情と思いやりの心をもち、自ら考え、ねばり強く実践する生徒を育てる。

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

１　教育目標

令和６年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　和歌山市立貴志中学校

作成日 令和7年3月6日


